
                                                                                                                                                                                                                              

 

 

 

                                               

 

地獄の食堂・極楽の食堂 

 副校長 小 杉 謙 次 
  

 2020 年（令和 2 年）オリンピック・パラリンピックイヤーも１か月が過ぎました。寒暖の差
の大きい毎日ですが、子どもたちは、寒さに負けない丈夫な身体作りのために短縄に取り組んで
います。 

 さて、２月３日は、節分です。１月２９日には集会委員会が主催で「節分集会」を行いました。
心の中にある鬼を各クラスで考え「鬼は外、福は内。」と大きな声で退治していました。 

 私は、この時期になると小さい頃、祖母に教えてもらった説話を思い出します。それは、「地獄
の食堂・極楽の食堂」です。 

 ある人が地獄と極楽を一度みてみたいものだと、閻魔大王様に願い出たところ「では、口元だ
け、見せることにしよう。」ということになりました。まず、あの世の食堂と思われる場所に案内
されました。そこに骨と皮ばかりの地獄の人たちがゾロゾロと食事にやってきました。驚いたこ
とに食堂には豪華なご馳走がたくさん運ばれています。しかし、地獄の人たちが箸を手にした途
端、みるみる箸が３尺もの長さに伸びてしまいます。何とか食べようと腕を伸ばしますが、口に
は届かず、食べることができません。「いつになったら食べられるのだ。」と地獄の人たちは不平
ばかり口にします。箸を使わず、手掴みで食べようものなら行儀が悪いと、見張りの鬼に、こん
棒で・・・。ついに食事の時間は終わり、地獄の人たちは空腹のまま食堂を後にしました。  

 次に、極楽の人たちの食堂に行きました。極楽の人たちは幸せそうに会話を楽しみながら食事
を待っています。そこに先ほどの地獄と同じ豪華なご馳走が運ばれてきました。極楽の人たちも
箸を手にするとたちまち３尺に伸びてしまいますが、ご馳走を箸でつまむと自分の口に運ぶので
はなく、なんと向かい合っている相手の口へ。相手の意のままにご馳走を入れてあげています。
「このお肉おいしい。」「次は、お魚をどうぞ。」と、お互いのことを思いやり、おいしそうに食事
を楽しんでいました。 

 地獄と極楽の食事風景を見て、大切なことに気づかされます。「地獄と極楽には違いはない。違
うのは人の心。」地獄の食堂は、他はどうでも自分だけは、自分さえよければ、という自己の執着
する心の現れに他ならないのではないでしょうか。また、相手は自分の鏡。「○○」と言えば、相
手からも「○○」とかえってくるように・・・。 

 1 月 24 日に 3 年生が品川特別支援学校 3 年生と交流会を行いました。その中で風船バレーを
楽しみました。ネット際に立つ支援学校の友達とその後ろに控える城南小の友達。プレーが始ま
ると夢中にボールを弾き返す中で、支援学校のお友達の名前を呼んで風船を手渡す子ども達の姿
がみられました。真剣なプレーの中にお互いとても穏やかで優しい表情を見せていました。皆、
笑顔で楽しく風船バレーを楽しみました。品川特別支援学校との交流を通じて、お互い心を交わ
せ、相手を思う気持ちを共有することができました。また、本来もっている子ども達の優しさが
さらに磨かれたようにも感じました。 

 このように「思いやり」「優しい心」を大きく育てるために本校では、各学年、各学級で工夫し
た指導が行われています。今後も相手の良さを再発見し、自己肯定感が高められる指導の充実を
図ってまいります。 

※本校では、６年生の「東海道歴史探訪」を通して、隣接する長徳寺様のご厚意で閻魔堂の閻
魔様を拝見させていただく機会をいただいております。ありがとうございます。 
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 寒さに負けない体をつくりましょう 

＜2 月の行事予定＞ 

 日 曜日 主 な 行 事 予 定 

１ 土 学校公開 なわとび記録会（1・2年） ファミリeルール（5年） 

２ 日  

３ 月 5・6年朝会 鮫洲体育（1年） 清掃なし 委員会活動 

４ 火 鮫洲体育（1年・3年） 午前授業（1・2年） 入学説明会 

５ 水 音楽朝会 

６ 木 鮫洲体育（2年） 

７ 金 鮫洲体育（4年） 安全指導日 品川特別支援学校交流（3-1） 

８ 土  

９ 日  

１０ 月 1～4年朝会 避難訓練 

１１ 火  建国記念の日（祝日） 

１２ 水 ダンスクラブ発表集会 

１３ 木  

１４ 金 清掃・ミニなし 

１５ 土 学習発表会・開校145周年を祝う会・校舎お別れ会 

１６ 日  

１７ 月 全校朝会 清掃なし5時間授業 

１８ 火 招待給食（1-1） 卒業遠足（6年） 

１９ 水 ミュージッククラブ発表集会 エクアドル大使館交流（1年） 

クラブ活動（3年見学） 

２０ 木  

２１ 金 学校ごっこ（1年・保幼） 将棋教室（3年） 

２２ 土  

２３ 日  天皇誕生日（祝日） 

２４ 月  振替休日 

２５ 火 お別れ給食 ミニなし 

２６ 水 クラブ紹介集会 6年のみ5時間授業 品川教育の日 

２７ 木 6年生を送る会 

２８ 金 招待給食（1-3） 

２９ 土  

  

 

2 月の生活目標 

3 月に校舎の見学会をします。クラス会もいくつか開かれます。 

現校舎見学は、7（土）14 時～16 時、8（日）10 時～16 時で、自由見学です。

新校舎見学は、7（土）15 時～、8（日）11 時～、15 時～ の 3 回で、ツアー見

学です。 

上記の日時以外の見学はできませんので、この機会にぜひお越しください。 

 



社会科見学 
６年担任 高橋 良 

 

６年生は、１月１６日（木）に特許庁・科学技術館・国会議事堂の見学に行きました。 

特許庁では、特許権・実用新案権・商標権・意匠権という４つの知的財産権について学びま

した。具体的な事例をもとにした説明を聞くことができ、特許庁を身近に感じることができ

ました。 

科学技術館では、展示物を見たり、触ったり、動かしたりしながら、科学や技術に触れる

ことができ、子ども達は、科学技術の進歩を大いに実感していました。 

国会議事堂では、参議院特別体験プログラムに参加しました。委員会や本会議を疑似体験

し、国会のしくみと法律ができるまでの流れを深く理解することができました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

書き初め会 

堀内 美香 

 新しい年を迎えて気持ちを新たにし、今年一年間を頑張ろうという気持ちを込めて、１月

９日（木）に各学年、各クラスで書き初め会を行いました。 

１、２年生は各教室で硬筆を書きました。３年生以上は体育館でそれぞれ「お正月」「美し

い空」「平和な光」「早春の海」という字を毛筆で書きました。 

１年生にとっては、初めての書き初めでした。子どもたちは、姿勢を正し、清い気持ちで

用紙に向かっていました。一文字一文字しっかりとお手本を見ながら、漢字やひらがなの大

きさ、入り方、とめ・はね・はらいに気を付けて書きました。また、低学年は、中・高学年

が毛筆で書いている様子を見学しました。体育館に一堂に会し、静寂の中、集中して書き初

めを書いている中・高学年の姿、空気感、筆遣いを熱心に目で見て、心で感じている児童が

多くいました。 

高学年は、筆の入れ方、止め方に気を付けて、一文字一文字丁寧に書いている姿が印象的

でした。 

 

 

 

 

 

 



イングリッシュキャンプ 

４年担任 桂 敬太 

１月２２日（水）～２４日（金）まで、日光の光林荘にてイングリッシュキャンプを行い

ました。浅間台小の子ども達も一緒です。子どもたちにとっては、自然と英語に囲まれた新

鮮な体験の連続でした。 

１日目は All English のバスレクをＡＬＴと楽しみながら、一緒に雪原ハイクに行きまし

た。子どもたちはスノーシューをつけ、一生懸命に慣れない雪原を歩きました。全身で倒れ

込んで雪に跡をつけたり、雪の滑り台を楽しんだり、全力で雪遊びをしました。また、自然

の雪に練乳をかけて、味覚でも雪を堪能しました。雪原ハイクを一緒に楽しむ中で、ＡＬＴ

との距離を縮めることができたので、夕食では楽しげな会話が交わされていました。夜には

星空観察を行い、普段よりも輝くオリオン座や冬の大三角を前に子どもたちは心を躍らせて

いました。 

２日目にはＡＬＴをより深く知る自己紹介タイム、英語で各教科の授業を受けました。 

見聞きした英語の知識を最大限に活用し、それぞれが課題に取り組む姿に成長を感じました。

今年度は途中に休憩時間もあり、浅間台小学校の児童と一緒に遊ぶ姿も見られました。 

３日目では緊張した面持ちで、東京について英語で行うプレゼン発表に臨みました。ＡＬ

Ｔの発音を何度も確認し、何度も自分で発声をし、練習を重ねました。練習をすればするほ

ど、英語できちんと伝えたいという思いを強め、発表の際の眼差しは真剣そのものでした。

最後にはひとりひとりが賞状をもらうことができ、受け取った時の表情は達成感に満ちてい

ました。 

たくさんの「初めて」を自分たちの力でやり抜き、英語と雪を思いっきり楽しんだ充実し

た３日間となりました。 

 

 
 

 


